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な
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　このたび、第 20 代の議長に就任いたしまし
た工藤和子でございます。
　黒石市政による初の女性議長となり、身に余

る光栄とともに、責任の重さを感じている次第でございます。
　私は、歴代議長、先輩議員の皆さまがつくり上げてきた市
議会の伝統を守りつつ、身近で市民に開かれた議会をこれま
で以上に目指していきます。
　また、議会報告会や議会だよりを通して、市民の皆さまか
らの御意見・御要望に対し謙虚に耳を傾け、ともに考え、とも
に歩む、市民参加型の議会をつくっていきたいと思っており
ます。どうぞよろしくお願いいたします。



第
１
回
定
例
会
議
案
審
議

可
決
さ
れ
た
議
案
の
中
か
ら

主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

○
平
成
31
年
第
１
回
定
例
会

会
期
16
日
間

３
月
４
日
～
３
月
19
日

○
第
１
回
定
例
会
で
可
決
等
し
た
議
案
等

市
長
提
出
議
案
47
件
中
・
・
・
47
件

議
員
提
出
議
案
１
件
中
・
・
・
１
件

以
上
の
中
か
ら
主
な
も
の
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
全
て
の
議
案
名

と
そ
の
結
果
は
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

○
『
元
気
な
ま
ち
』
を
実
現
す
る
た
め
、
中

心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
の
主
要
事
業
と

し
て
位
置
づ
け
て
い
る
図
書
館
建
設
に
つ
い

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら

検
討
す
る
「
黒
石
市
立
図
書
館
建
設
基
本
構

想
・
基
本
計
画
策
定

事
業
」
や
、
外
国
人

観
光
客
の
受
入
態
勢

と
外
国
人
目
線
で
黒

石
の
情
報
発
信
を
行

う
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

観
光
推
進
事
業
」
に

取
り
組
み
ま
す
。

○
『
安
心
な
ま
ち
』
を
実
現
す
る
た
め
、
一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
を
地
区
協
議
会
と
共
同

で
見
守
る
「
高
齢
者
地
域
見
守
り
事
業
」
を

継
続
実
施
し
、
自
主
防
災
組
織
へ
防
災
士
資

格
の
習
得
費
用
を
一
部
助
成
し
、
地
域
の

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
事
業
を
行
う
「
防
災
士
養

成
補
助
事
業
～
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
に
な

ろ
う
～
」
へ
も
取
り
組
み
ま
す
。

黒
石
市
一
般
会
計
予
算
額

１
８
１
億
３
９
０
０
万
円

一
般
会
計
は
起
立
採
決
の
結
果
、
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
概
要
は
次

の
と
お
り
で
す
。

○
小
中
学
校
適
正
配
置
に
伴
う
「
新
設
黒
石

小
学
校
」
及
び
「
給
食
施
設
の
新
築
工
事
」、

小
学
校
完
全
給
食
化
に
向
け
た
「
黒
石
東
小

学
校
給
食
棟
の
新
築
工
事
」
が
完
了
し
ま
す
。

○
『
自
立
し
た
ま
ち
』
を
実
現
す
る
た
め
、

各
家
庭
等
の
資
源
ご
み
回
収
拠
点
整
備
な
ど

を
行
う
「
ご
み
減
量
化
事
業
～
資
源
化
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
～
」
及
び
物
流
の
拠
点

化
・
最
適
化
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
と

雇
用
を
図
る
「
黒
石
Ｉ
Ｃ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス

ク
ロ
ッ
シ
ン
グ
推
進
事
業
」
に
取
り
組
み

ま
す
。

平
成
31
年
度
当
初
予
算
の

概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

2



○
「
黒
石
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
フ
ァ
ー
ム
事
業
」

旧
農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
圃
場
を
活
用

し
、
農
作
物
の
栽
培
や
収
穫
を
通
じ
て
農
業

に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
食
に
関
す
る
知
識

を
楽
し
く
身
に
着
け
て
も
ら
う
目
的
と
し
て

市
民
農
園
を
開
設
し
ま
す
。

○
「
黒
石
特
産
果
樹
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
事
業
」

消
費
者
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
品
種
と
し
て
期

待
が
高
く
、
高
単
価
が
期
待
で
き
る
シ
ャ
イ

ン
マ
ス
カ
ッ
ト
の
展
示
圃
を
設
置
し
、
栽
培

者
を
募
る
こ
と
で
、
働
く
場
の
提
供
と
高
収

益
農
産
物
の
普
及
拡
大
を
図
り
ま
す
。

○
「
交
流
人
口
増ま
す

増ま
す

活
性
化
事
業
」

活
性
化
計
画
を
策
定
し
、
農
山
漁
村
の
活

性
化
目
標
を
定
め
、
地
域
間
交
流
の
促
進
に

よ
る
交
流
人
口
の
増
加
で
、
地
域
の
人
口
や

第
１
次
産
業
の
担
い
手
の
維
持
も
し
く
は
減

少
幅
の
縮
小
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
移
住
・

平
成
31
年
度
新
規
黒
石
市
重
点

事
業
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

交
流
専
用
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

を
作
成
し
活
用
し
ま
す
。

○
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
推
進
事
業
」

国
際
交
流
員
を
任
用
し
、
市
内
受
入
れ
環

境
整
備
の
加
速
化
と
外
国
人
目
線
で
の
情
報

発
信
を
行
い
ま
す
。

○
「
黒
石
温
泉
郷
誘
客
促
進
事
業
」

青
森
県
等
と
連
携
し
な
が
ら
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
視
点
で
の
ブ
ラ
ン
ド
構
築
を
目
指
し
、
宿

泊
事
業
者
等
へ
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
、
海

外
宿
泊
予
約
サ
イ
ト
登
録
支
援
な
ど
を
行
い

ま
す
。

○
「
防
災
士
養
成
補
助
事
業

～
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
に
な
ろ
う
～
」

黒
石
市
自
主
防
災
組
織
育
成
補
助
金
を
拡

充
し
、
防
災
士
の
養
成
に
係
る
費
用
を
補
助

す
る
こ
と
で
、
自
主
防
災
組
織
の
リ
ー
ダ
ー

育
成
を
促
し
ま
す
。

地
方
自
治
法
（
昭
和
22
年
法
律
第
67
号
）

第
１
６
２
条
の
規
定
に
よ
る
、
黒
石
市
副
市

長
の
選
任
に
つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。
な

お
、
任
期
は
平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら
令
和

５
年
３
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

住

所

黒
石
市
大
町
１
丁
目
81
番
地

氏

名

有

馬

喜
代
史

生
年
月
日

昭
和
27
年
３
月
11
日

人
権
擁
護
委
員
法
（
昭
和
24
年
法
律
第
１
３

９
号
）
第
６
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
る
、
人
権

擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。

住

所

黒
石
市
浦
町
１
丁
目
１
番
地

氏

名

工

藤

豊

秀

生
年
月
日

昭
和
32
年
10
月
31
日

副
市
長
の
選
任
に
つ
い
て

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き

意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
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新政会
三上 廣大 議員

一問一答方式

⬘

当
市
の
除
雪
対
策
に
つ
い
て
。

苦
情
件
数
と
そ
の
内
容
は
。

⬙

要
望
と
し
て
多
い
の
は
雪
山
の
排
雪

依
頼
で
、
苦
情
と
し
て
は
寄
せ
雪
、
除

雪
方
法
な
ど
が
あ
り
、
２
月
末
日
の
要

望
及
び
苦
情
件
数
は
１
８
２
件
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
排
雪
依
頼
に
つ
い
て

は
、
状
況
を
確
認
し
た
う
え
で
業
者
に

指
示
し
、
各
工
区
の
雪
山
を
３
～
４
回

程
度
排
雪
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
の

要
望
や
苦
情
は
そ
の
都
度
、
土
木
課
職

員
が
現
地
で
確
認
し
、
必
要
に
応
じ
て

業
者
、
市
民
に
立
ち
会
い
を
お
願
い
し

て
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

①
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
に

つ
い
て

②
市
庁
舎
に
つ
い
て

③
市
民
憲
章
・
市
民
の
歌
に
つ
い
て

⬘

黒
石
特
産
果
樹
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進

事
業
に
つ
い
て
。

所
得
を
得
る
た
め
の
作
付
け
面
積

は
ど
れ
ほ
ど
か
。

⬙

高
単
価
が
期
待
で
き
る
シ
ャ
イ
ン
マ

ス
カ
ッ
ト
は
栽
培
方
法
に
よ
っ
て
収
穫

時
期
を
調
整
し
、
管
理
を
省
略
で
き
ま

す
。
植
栽
後
、
３
～
４
年
で
収
穫
が
可

能
と
な
り
ま
す
。
成
木
時
の
所
得
は
10

ａ
あ
た
り
約
１
５
０
万
円
が
見
込
め
ま

す
。

⬘

管
理
を
委
託
し
て
い
る
津
軽
伝
承

工
芸
館
の
管
理
に
つ
い
て
行
政
の
指

導
は
き
ち
ん
と
行
っ
て
い
る
の
か
。

⬙

管
理
が
行
き
届
い
て
い
な
い
の
は
市

と
し
て
も
把
握
し
て
い
ま
す
。
指
定
管

理
者
に
そ
の
都
度
指
示
し
て
い
ま
す

が
、
今
後
は
具
体
的
な
改
善
策
を
協
議

し
、
環
境
整
備
向
上
を
図
り
ま
す
。

第
１
回
定
例
会
で
は
任
期
中
最
後

の
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
７
人
の
議

員
が
市
政
に
つ
い
て
問
い
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
１
議
員
に
つ
き
２
項
目

程
度
の
質
問
及
び
答
弁
の
要
旨
を
質

問
議
員
が
自
ら
作
成
し
、
掲
載
し
て

い
ま
す
。
ご
不
明
な
点
は
議
員
に
直

接
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

ま
た
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

会
議
録
の
公
開
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
一
般
質
問
の
内
容
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ

フ
ァ
イ
ル
に
て
御
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

携
帯
電
話
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
下
記
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て

い
た
だ
く
と
簡
単
に
掲

載
サ
イ
ト
に
接
続
で
き

ま
す
。 ７

人
が
市
政
を
問
う

一
般
質
問

黒石市民クラブ
工藤 和子 議員

一括方式
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⬘

高
齢
者
見
守
り
事
業
に
お
け
る
今

後
の
課
題
と
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

⬙

人
材
不
足
が
今
後
の
課
題
と
な
る
と

考
え
ま
す
。
ま
た
、
見
守
る
方
の
顕
彰

な
ど
を
検
討
課
題
と
し
て
い
き
ま
す
。

⬘

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
今
後

の
事
業
展
開
に
つ
い
て
。

⬙

ゴ
ミ
の
リ
サ
イ
ク
ル
、
除
雪
作
業
の

委
託
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
等

を
提
案
、
地

区
協
議
会
と

協
議
し
て
い

ま
す
。
先
進

事
例
を
参
考

に
具
体
的
な

方
法
を
示
し

て
、
本
格
導

入
に
向
け
て

進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

⬘

市
が
考
え
る
図
書
館
像
と
は
。
市

立
図
書
館
と
既
存
施
設
の
市
民
文
化

会
館
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
セ
ン
タ
ー
と

の
連
携
を
考
え
た
計
画
が
必
要
で
は
。

⬙

学
び
の
た
め
の
図
書
館
、
中
心
市
街

地
活
性
化
に
つ
な
が
る
憩
い
と
賑
わ
い

の
た
め
の
図
書
館
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

維
持
す
る
市
民
の
力
を
育
む
た
め
の
図

書
館
等
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら

策
定
す
る
基
本
構
想
・
計
画
の
中
で
市

民
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
検
討
し
ま
す
。

⬘

町
内
会
、
子
ど
も
会
、
婦
人
会
、
老

人
ク
ラ
ブ
な
ど
の
地
域
団
体
の
現
状
は
。

⬙

い
ず
れ
の
団
体
も
大
き
な
問
題
は
会

員
が
減
っ
て
き
て
い
る
こ
と
で
す
。
団

体
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
で
加
入
し

た
い
と
思
え
る
工
夫
を
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
多
く
の
人
が
加
入
す
る
体

制
づ
く
り
を
、
地
区
と
意
見
交
換
を
継

続
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

⬘

農
林
水
産
省
の
有
機
農
業
と
地
域

振
興
を
考
え
る
自
治
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
築
に
つ
い
て
、
当
市
の
参
加
は
。

⬙

当
市
に
お
い
て
も
、
今
後
ま
す
ま
す

重
要
視
さ
れ
る
食
の
安
全
・
安
心
へ
の

取
り
組
み
や
自
然
栽
培
を
は
じ
め
と
す

る
有
機
農
業
を
実
践
し
て
い
る
農
業
者

等
を
支
援
す
べ
く
、
参
加
す
る
予
定
で

検
討
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

①
小
中
学
校
適
正
配
置
前
後
の
管
理

費
、
新
た
に
か
か
る
経
費
お
よ
び

地
域
の
行
事
や
下
校
後
に
つ
い
て

②
市
立
図
書
館
整
備
に
係
る
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
・
あ
り
方
・
建
設

場
所
に
つ
い
て

③
農
業
を
活
性
化
す
る
た
め
の
所
得

向
上
施
策
や
農
業
粗
生
産
額
に
つ

い
て

自民・公明クラブ
大溝 雅昭 議員

一問一答方式

高 佑 会
髙橋美紀子 議員

一問一答方式

自民・公明クラブ
工藤 俊広 議員

一問一答方式
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日本共産党
工藤 禎子 議員

一問一答方式

⬘

除
雪
対
策
に
つ
い
て
。

歩
道
や
通
学
路
の
確
保
、
高
齢
者
、

障
が
い
者
世
帯
等
の
寄
せ
雪
対
策
を
。

⬙

幅
員
の
狭
い
歩
道
、
歩
道
が
な
い
路

線
等
に
つ
い
て
も
道
路
状
況
に
合
わ
せ

て
路
肩
拡
幅
除
雪
を
行
い
、
安
心
安
全

な
歩
行
者
空
間
の
確
保
に
努
め
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
世
帯
等
除
雪
サ
ー
ビ

ス
事
業
等
も
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、

担
い
手
不
足
が
問
題
化
し
て
お
り
行
政

だ
け
で
の
取
組
み
で
は
限
界
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
黒
石
力
の
活
用
も
必
要
で
す

の
で
今
後
、
関
係
課
よ
り
地
区
協
議
会

等
と
協
議
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

①
旧
大
黒
デ
パ
ー
ト
に
お
け
る
跡
地

利
用
の
考
え
方
に
つ
い
て

②
市
立
図
書
館
整
備
に
お
け
る
建
設

場
所
、
あ
り
方
に
つ
い
て

③
指
定
管
理
者
制
度
に
お
け
る
当
市

の
考
え
方
、
制
度
の
運
用
に
つ
い
て

⬘

ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状
は
。

⬙

平
成
31
年
２
月
末
現
在
で
２
４
１
３

件
６
４
７
２
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
平

成
29
年
度
の
８
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。

返
礼
品
と
し
て
は
青
天
の
霹
靂
と
り
ん

ご
ジ
ュ
ー
ス
、
紳
士
イ
ー
ジ
ー
オ
ー

ダ
ー
ス
ー
ツ
が
人
気
と
な
っ
て
い
ま

す
。
寄
付
金
は
児
童
福
祉
の
充
実
の
た

め
の
こ
ど
も
医
療
給
付
事
業
や
障
が
い

者
福
祉
の
手
話
言
語
普
及
事
業
、
農
林

業
振
興
の
た
め
、
り
ん
ご
防
風
ネ
ッ
ト

助
成
事
業
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

⬘

成
人
式
に
つ
い
て
。

⬙

令
和
２
年
１
月
は
ス
ポ
カ
ル
イ
ン
黒

石
で
の
開
催
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
以
前
よ
り
商
工
会
議
所
か
ら
要
望

の
あ
っ
た
も
の
で
す
が
、
実
施
に
必
要

な
運
営
ス
タ
ッ
フ
の
協
力
を
い
た
だ
け

る
と
い
う
回
答
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
計

画
を
立
て
た
も
の
で
す
。

自民・公明クラブ
中田 博文 議員

一問一答方式

✿
正
副
議
長
８
年
在
位
特
別
表
彰

北
山

一
衛

議
員

✿
在
職
40
年
特
別
表
彰

村
上

隆
昭

議
員

✿
在
職
20
年
特
別
表
彰

工
藤

和
子

議
員

後
藤

秀
憲

議
員

佐
々
木

隆

議
員

北
山

一
衛

議
員

✿
感
謝
状

北
山

一
衛

議
員

全
国
市
議
会
議
長
会
表
彰

青
森
県
市
議
会
議
長
会
感
謝
状

6
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第
１
回
臨
時
会
議
案
審
議

可
決
さ
れ
た
議
案
の
中
か
ら

主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

○
令
和
元
年
第
１
回
臨
時
会

会
期
１
日
間

５
月
23
日

○
第
１
回
臨
時
会
で
承
認
等
し
た
議
案
等

市
長
提
出
議
案
15
件
中
・
・
・
15
件

本
臨
時
会
で
は
議
会
の
人
事
と
し

て
、
ま
ず
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
議

長
に
工
藤
和
子
議
員
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
議
長
の
議
事
進
行
の

も
と
、
副
議
長
に
今
大
介
議
員
が
選

出
。
ま
た
、
そ
の
他
の
議
会
の
人
事
が

決
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
う
ち
議
会

に
設
置
さ
れ
た
各
委
員
会
の
概
要
並

び
に
委
員
長
、
副
委
員
長
、
一
部
組
合

等
に
選
出
さ
れ
た
議
員
の
詳
細
を
紹

介
し
ま
す
。

●総務教育常任委員会
委 員 長 工藤 和行
副委員長 後藤 秀憲
委 員 黒石ナナ子
〃 大久保朝泰
〃 工藤 和子
〃 工藤 禎子

●議会運営委員会
委 員 長 工藤 和行
副委員長 三上 廣大
委 員 大平 陽子
〃 工藤 俊広
〃 北山 一衛
〃 後藤 秀憲

●経済建設常任委員会
委 員 長 佐々木 隆
副委員長 今 大介
委 員 大溝 雅昭
〃 中田 博文
〃 村上 隆昭

●議会改革推進特別委員会
委 員 長 佐々木 隆
副委員長 今 大介
委 員 大平 陽子
〃 工藤 俊広
〃 工藤 禎子
〃 中田 博文

●民生福祉常任委員会
委 員 長 三上 廣大
副委員長 大平 陽子
委 員 工藤 俊広
〃 北山 一衛
〃 村上 啓二

●議会だより編集特別委員会
委 員 長 今 大介
副委員長 三上 廣大
委 員 大平 陽子
〃 黒石ナナ子
〃 大溝 雅昭
〃 工藤 禎子

●津軽広域連合議会
議 員 大溝 雅昭
〃 村上 隆昭

●黒石地区清掃施設組合議会
議 員 大平 陽子
〃 工藤 俊広

●弘前地区消防事務組合議会
議 員 三上 廣大
〃 大久保朝泰

議
員
の
う
ち
か
ら
選
任
す
る
監
査
委
員
の

選
任
に
つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。
任
期
は
令

和
５
年
４
月
30
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

住

所

黒
石
市
大
字
南
中
野
字
家
岸
30
番
地

氏

名

黒

石

ナ
ナ
子

生
年
月
日

昭
和
23
年
２
月
18
日

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
辞
職

に
伴
い
、
補
欠
の
委
員
を
選
任
し
た
こ
と
に

対
す
る
承
認
に
つ
い
て
提
案
が
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
議
会
で
審
議
の
う
え
承
認
し
ま
し
た
。

住

所

黒
石
市
大
字
温
湯
字
上
川
原
15
番
地
25

氏

名

佐

藤

徳

幸

生
年
月
日

昭
和
26
年
４
月
28
日

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任
に
つ
い
て

7



8

発
行
　
黒
石
市
議
会

編
集
　
市
議
会
だ
よ
り

　
　
　
編
集
特
別
委
員
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 http://w
w
w
.city.kuroishi.aom

ori.jp/City_Assem
bly/CA_M

enu.htm
l

Ｅ
メ
ー
ル

 kuro-gikai@
city.kuroishi.aom

ori.jp

住
所
　
黒
石
市
市
ノ
町
11
の
1

電
話
　
0172－

52－
2111

㈹
F
A
X　
0172－

52－
6191

令
和
元
年
７
月
１
日
　
第
25号

　４月の改選を受け、新たなメンバーで委員会がスタートしました。例年であれば、６月に発行
する「議会だより」ですが、改選に伴う各委員会の組織会後、編集委員会を開催し内容を審議
したため、４年前と同様に７月発行となりました。限られた紙面の中で、議会活動の様子をよ
りわかりやすく、より見やすくお届け出来るよう目指していきますので、ご意見、ご要望等あり
ましたらお聞かせください。これからの２年間の任期よろしくお願いします。 （今　大介）

編編集集
後後記記

工藤　和子
くどう かずこ

議　長
今　　大介
こん だいすけ

副議長

新自民・公明クラブ

黒石自民クラブ

黒石市民倶楽部

（議員の任期：令和元年５月１日～令和５年４月30日）

議会の構成議会の構成

中田　博文
なかた ひろふみ

北山　一衛
きたやま かずえ

大久保朝泰
おおくぼ ともやす

黒石ナナ子
くろいし ななこ

工藤　俊広
くどう としひろ

大溝　雅昭
おおみぞ まさあき

村上　啓二
むらかみ けいじ

工藤　和行
くどう かずゆき

今　　大介
こん だいすけ

村上　隆昭
むらかみ たかあき

工藤　和子
くどう かずこ

大平　陽子
おおだいら ようこ

佐々木　隆
ささき ゆたか

三上　廣大
みかみ こうだい

後藤　秀憲
ごとう ひでのり

日本共産党

工藤　禎子
くどう ていこ

会　長
（境松１）

副会長
（浅瀬石８）

会　計
（南中野） （岩木町） （元　町）幹事長

（三島２）

会　長
（派立子）

幹事長
（追子野木３）

会　計
（袋） （浅瀬石４） （派　村） （髙舘２）

（二双子）

会　長
（浦町２）

幹事長
（旭　町）

会　計
（高賀野２）

令
和
初
、春
の
叙
勲
に

齋
藤
直
文
氏

令
和
初
、春
の
叙
勲
に

齋
藤
直
文
氏

　

５
月　

日
付
で
政
府
よ
り
令
和
に
改
元
後
初
め
て
の

春
の
叙
勲
受
章
者
が
発
表
さ
れ
、齋
藤
直
文
元
市
議
会
議

長
に
旭
日
双
光
章（
地
方
自
治
功
労
）が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

齋
藤
直
文
氏
は
平
成
７
年
か
ら
平
成　

年
ま
で
の
 

年
に
わ
た
り
市
議
会
議
員
を
務
め
、平
成　

年
か
ら
平
成

　

年
ま
で
は
市
議
会
議
長
と
し
て
議
会
運
営
等
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

21

23

23

15

16


